
大項目 中項目 考え方 評価方法（スコア） 配点
100点
換算

1
医師1人当たりの外来患者数（日勤帯）
※令和６年度実績

医師の不足状況や業務負担を把握するため 5：1日当たり20人以上、4：17人以上、3：14人以上、 2：11人以上、1：8人以上、0：8人未満 5

2
医師1人当たりの外来患者数（休日・夜間・時間外）
※令和６年度実績

医師の不足状況や業務負担を把握するため
10：当該年度に300人以上、9：270人以上、8:240人以上、7：210人以上、6：180人以上、5：150人以上、４：120人以上、３：90人
以上、２：60人以上、１：30人以上、０：30人未満

10

3
常勤医1人当たりの入院患者数
※令和６年度実績

医師の不足状況や業務負担を把握するため
10：1日当たり１０人以上、9：９人以上、8:８人以上、7：７人以上、6：6人以上、5：５人以上、４：４人以上、３：３人以上、２：２人以上、１：１
人以上、０：１人未満

10

4
常勤医１人当たりの宿直の回数
※令和６年度実績

医師の不足状況や業務負担を把握するため 8：月平均8日以上、7：7日以上、6：6日以上、5：5日以上、4：4 日以上、3：3日以上、2：2日以上、1：1日以上、0：1日未満 8

5
医師１人当たりの救急車の受入台数
※令和６年度実績

医師の不足状況や業務負担を把握するため
1５：当該年度に7５台以上、１４：７０台以上、１３：６５台以上、１２：６０台以上、１１：５５台以上、１０：５０台以上、９：４５台以上、８：４０台以
上、７：３５台以上、６：３０台以上、５：２５台以上、４：２０台以上、３：１５台以上、２：１０台以上、１：５台以上、０：５台未満

15

6
訪問診療を担当する医師１人当たりの在宅患者訪問診療料（Ⅰ）の点数
※令和６年度実績

医師の不足状況や業務負担を把握するため ５：医師１人当たり100,000点以上、４：75,000点以上、３：50,000点以上、２：25,000点以上、１：１点以上、０：０点 5

7
連携施設になっている基本診療領域の診療科数
※令和７年４月１日時点

地域枠医師への教育指導環境を把握するため 8：４診療科以上、6：３診療科、4：２診療科、2：１診療科、０：０診療科 8

8
特別連携施設になっている基本診療領域の診療科数
※令和７年４月１日時点

地域枠医師への教育指導環境を把握するため 2:2診療科以上、1：1診療科、0：なし 2

9
教育担当者（指導医※）数
※令和７年４月１日時点
※基本診療領域の学会認定資格者又は臨床研修の指導医講習会受講者

地域枠医師への教育指導環境を把握するため ４：指導医４人以上、３：指導医３人以上、２：指導医２人以上、１：指導医１人以上、０：指導医１人未満 4

10
勤務日のうち、他施設で研修が可能な日数
※令和７年４月１日時点

地域枠医師が自己研鑽できる環境を把握するため 4：月４日、3：月３日、2：月２日、1：月１回、０：要相談・検討中、認めていない 4

11
40歳未満の常勤医数
※令和７年４月１日時点

地域枠医師が自己研鑽できる環境を把握するため ２：常勤医2人以上、１：常勤医1人、0：いない 2

12
年間収入（給料・賞与と毎月必ず支給される医師手当等の合計）
※令和７年４月１日時点、卒後７年目で算出

待遇を把握するため
5：1,800万円以上、4：1,600万円～1,800万円未満、3：1,400万円～1,600万円未満、2：1,200万円～1,400万円未満、１：
1,000万円～1,200万円未満、0：1,000万円未満

5

13
手当（通勤手当、扶養手当、住居手当）の有無
※令和７年４月１日時点

待遇を把握するため １：有、０：無
３

(各１点)

14
休暇制度（産前産後休暇、子の看護休暇、病気休暇）の状況
※令和４年度～令和６年度実績

安心して勤務できる勤務環境かどうかを把握するため
２：医師の取得制度がある（取得実績あり、取得対象者がいなかった）
１：医師の取得制度がある（取得対象者が取得しなかった）
０：医師の取得制度がない

6
(各2点)

15
傷病による休職制度の状況
※令和４年度～令和６年度実績

安心して勤務できる勤務環境かどうかを把握するため
２：医師の取得制度がある（取得実績あり、取得対象者がいなかった）
１：医師の取得制度がある（取得対象者が取得しなかった）
０：医師の取得制度がない

2

16
育児のための制度の状況
（育児休業、時間外労働の免除、時間外労働の制限、深夜業の制限、所定労働時間の短縮）
※令和４年度～令和６年度実績

育児と仕事を両立し勤務できる環境かどうかを把握するため
２：医師の取得制度がある（取得実績あり、取得対象者がいなかった）
１：医師の取得制度がある（取得対象者が取得しなかった）
０：医師の取得制度がない

10
(各2点)

17
保育施設、病児保育施設の有無
※令和７年４月１日時点

育児と仕事を両立し勤務できる環境かどうかを把握するため 2：有（院内、法人内）、1：有（近隣）、0：無
4

(各２点)

18
ハラスメント対策（パワハラ・セクハラ・マタハラ等）の状況
※令和７年４月１日時点

職員の安全管理の状況を把握するため 1：対策有、0：対策無 1

19
熊本市内からの所要時間
※令和７年４月１日時点

熊本市内への通院の困難度（当該医療機関が担う役割の大きさ）
を把握するため

5：140分以上、4：120分以上、3：100分以上、 2：80分以上、1：60分以上、0：60分未満 5

20
医療機関の役割（救急告示病院、へき地医療拠点病院、在宅療養支援病院、災害拠点病院、
がん拠点病院、脳卒中拠点病院等の指定数）の指定状況
※令和７年４月１日時点

病院の役割を把握するため 4：４個以上、３：３個、2:2個、１：１個、０：指定無 4

21
医学生※の受入数
※令和６年度実績
※熊本大学医学部医学科の地域医療実習の受入数

医学生への教育指導体制を把握するため ４：10人以上、３：7人～９人、２：４～６人、１：１～３人、０：受入無 4

22
臨床研修医※の受入数
※令和６年度実績
※臨床研修における地域医療研修に係る受入数

臨床研修医への教育指導体制を把握するため ３：１０人以上、２：６～９人、１：１～５人、０：受入無 3

立地や役割 15

地域枠医師のキャリア形成 20

第２グループの各医療機関への派遣目安数算定に係る評価項目等（案）

医療機関の医師不足の状況 50

待遇、福利厚生、勤務環境 15


